
 

日時 平成 28年 1月 19日（火）16:30〜18:30 

派遣先 千葉県立千葉東高校，化学部，生物部 

活動内容 

生徒数：7名 

教員数：2名 

16:30ごろ 生徒が昇降口でお出迎え 

 生徒は英語で出迎え、教室まで案内してくれた。 

16:30～17:15 生物部の発表 

①生物部で飼育している生物の紹介 

ドジョウ、カブトムシの幼虫、ウーパールーパー、スッポン、亀、ネズミなど

を高校生が留学生に紹介していた。実際に動物（ネズミ）に触れることができた

り、写真を撮ったりしていて留学生も積極的に話を聞いていた。留学生から動物

についての質問が出ていて、両者のコミュニケ―ジョンが見られた。 

②生物部での研究発表 

 高校生が研究している内容を留学生に向けて発表していた。主に錯視に関する

もので、紙で作ったどこからでも目が合う恐竜や正方形の紙を回転しているだけ

なのに、紙の辺の長さが異なって見える実験などであった。留学生は熱心に聞い

ており、自国に持ち帰って紹介したいとのコメントがあった。 

17:15～18:00 化学部の発表 

①化学部の実験紹介 

 高校生に向けて作った実験を英語に直したものをスライドとして用いながら、

留学生に 2つの実験を披露してくれた。一つ目は、紫外線を吸収し、変色する紙

の作成で、二つ目は、木でできた矢に 5円玉を通すものだった。どちらも作成さ

れたものはお土産として留学生にプレゼントされた。 

18:00～18:30 懇談会 

焼き芋とお菓子と飲み物を用意していただき、留学生、生徒、教師、チューター

を交え、軽く自己紹介をした後、自由に会話を楽しんでいた。 

 

 

 

 

 

派遣先教員 

コメント 

今回の派遣では留学生が 3名ということで、参加する生徒の数を 7名といたしま

した。バランスがよく、とても良い雰囲気の中実施できたと感じました。 

留学生 

コメント 

It is my first high school visit. Students could show their experiment very well. 

That was really interesting. And we can exchange information in other country. 

学生リーダー 

コメント 

 少人数のためかアットホームな雰囲気で、高校生、留学生、アンバサダー、教
員がみんなで交流している姿が印象的だった。高校生は発表慣れしているせいも
あるだろうが、すらすらと英語を話していたし、何より辞書や先生任せにせず、
何とかして伝えようという気持ちがあふれていた。留学生は場慣れしている人が
積極的にコメントや質問をしており、今までの高校生のプレゼンの中で一番良か
ったと評するくらいだった。私から見ても、千葉東高校の学生の英語に取り組む
姿勢は他の学校よりも優れているように思える。時間が予定より超過してしまう
ことを除けば、とても充実していてお互いに満足のいく時間となったと言えるだ
ろう。 


